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G7広島サミット応援企画 「来てみんさい！若者版G7！」

例年よりも少し早い桜の花盛りが、コロナ禍から取り戻し始めた日々のいろどりを寿いでくれているようです。当

協会が支援する国連ユニタール広島事務所は、2022年度の研修事業を無事終了し、昨年度末には海外の研

修生を広島に招いて学びあう実地でのワークショップを再開することもできました。ひとえに皆様のご協力の賜

物と、厚く御礼申しあげます。

2023年度は、国連ユニタール全体としても創設60周年、同広島事務所は設立から20周年と、大きな節目となり

ます。当協会といたしましても、その成果を皆様と分かちあい、さらなる発展につなげるために、新たな取組を

交えた躍進の年となるようまい進していく所存です。今後ともどうぞよろしくお願い申しあげます。
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G7広島サミット2023開幕まで1か月余りとなりました。地域の皆様とぜひ一緒に盛り上げたく、当協会では国連

ユニタール持続可能な繁栄局・広島事務所とともに、パネルディスカッション「来てみんさい！若者版G7！～来

てみてわかったひろしま～」を開催いたします。G7参加国出身で現在広島で暮らしている若者7名を招き、かつ

て海外から見ていた「広島」の姿と実際に住んでみて感じたこの街の実像について語り合います。広島から世

界へ平和を発信する機会になればと願っております。2023年4月10日午後6時までにお申し込みが必要ですの

でお早めに！

日時：2023年4月17日（月）16:30～18:00

場所：広島国際会議場地下2階・ダリア

言語：日本語（英語への同時通訳有）

参加費：無料

後援：外務省・広島県・広島市・一般社団

法人広島県観光連盟・平和首長会

議・公益財団法人広島平和文化セ

ンター・広島サミット県民会議

協力：G7/G20 Youth Japan・

広島カナダ協会・広島日伊協会

※オンライン配信はありません。
ご参加には4月10日（月）午後6時まで

に事前登録が必要です。 

https://forms.gle/uqVnfgdVqzxWFNNJ9

国連ユニタール持続可能な繫栄局・広島事務所の最新情報については、こちらでお読みいた

だけます（メール配信もございますが、英語のみのご連絡となることもございます）。国連ユニ

タール協会に関する最新情報は当協会ホームページをご覧ください。皆様からのご質問、ご意

見もお待ちしております。
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平和構築に向けた核軍縮不拡散のためのワークショップ

国連ユニタール広島事務所が2015年からアジアの政府職員を対象に実施してきた核軍縮不拡散研修の2022

年度ワークショップが2023年2月13日～18日に開催されました。今回は初めて当協会も実施協力にあたり、ヒロ

シマについての学びの多面化や公開セッションの実施、お好み焼き体験を通じた文化交流などに貢献しました。

カンボジア、カザフスタン、スリランカ、タイ、

東ティモール、フィリピン、ベトナム、マレー

シア、モンゴル、ラオスの計18人が参加。

世界的な専門家の指導を受けながら、核

軍縮・不拡散に関する国際交渉の場で発

言力を高めるためのスキルを身に付けまし

た。

（写真は最終日の交渉シミュレーションの

様子：国連ユニタール提供）

過去2回の研修はコロナ禍によりオ

ンラインでの実施となりましたが、広

島でのワークショップを再開できまし

た。このプログラムの神髄でもある、

原爆投下による被害やその後の復

興、平和都市への変遷を体感するこ

とができ、研修生は強く感銘を受け

ていたそうです。

（写真は被爆者小倉桂子さんによる

セッション：国連ユニタール提供）

広島平和記念公園や資料館の視察もありました。たびまちゲート

広島の協力のもと、VRゴーグルを装着して、かつての街並みや

体験談を疑似体験する試みも。広島県知事や広島市副市長へ

の表敬訪問、国内で活躍する若い活動家との意見交換も行われ

るなど、1週間のプログラムを通じて研修生や関係者の間での確

かなネットワークが築かれていました。

（写真はVRツアーに参加する研修生：国連ユニタール提供）

広島のソウルフード、お好み焼きを一緒

につくりながら、都市としての復興計画や

将来への希望だけでなく、市井の現実的

な苦楽の歴史にも思いをはせる時間を持

つこともできました。味はもちろん、かけ

がえのない楽しい時間となりました。

（写真はお好み焼き体験にのぞむ研修生

たち：国連ユニタール提供）
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公開セミナー：核軍縮・不拡散の今 2023年の予想図

核軍縮不拡散研修の最後を飾ったのは、2月18日に広島国際会議場にて開催された公開セミナー「核軍縮・不

拡散の今 2023年の予想図」でした。元IAEA検証安全保障政策課長でこの研修の講師を務めたタリク・ラウフ

氏（写真左・左から2番目）、マイクロソフト社アジア太平洋デジタル外交チームのディレクターであるマイケル・

カリミアン氏（写真右・左端）、NPO法人ANT-Hiroshima理事長でグリーン・レガシー・ヒロシマ・イニシアティブ共

同創設者でもある渡部朋子氏（写真右・左から2番目）が意見交換にのぞみ、国連ユニタール持続可能な繫栄

局長兼広島事務所長の隈元美穂子氏（写真左・左端）がモデレーターを務めました。様々な軍縮交渉や国際情

勢における課題と現実をあぶりだすとともに、たとえ難局にあっても広島から核兵器のない世界に向けた指針

や取組を発信していく重要性などについて真摯な討論が行われました。会場にお越しいただいた皆様からの多

くのご質問やご意見が寄せられ、活発な対話の時間となりました。（写真は公開セッションの様子：国連ユニ

タール提供）

スポーツ・フォー・トゥモローカンファレンス2023

広島横川スポーツ・カルチャークラブ（アンジュヴィオレ広島を

運営）、広島市立大学、国連ユニタール協会、国連ユニター

ル広島事務所が2022年度にPeace match プロジェクト＝いち

だい地域共創プロジェクトとして実施したピースマッチやス

ポーツと開発に関するウェビナーなど、ジェンダーや平和の取

組が評価され、同クラブがスポーツ庁長官感謝状を受けられ

ました。心からお慶び申しあげます。

2023年3月2日に東京都で開催されたスポーツ・フォー・トゥモ

ロー（SFT)・カンファレンス2023～新しい、スポーツ×国際交

流・協力の可能性。ムーブメントから協創へ～（スポーツ庁委

託事業 日本スポーツ振興センター SFT事務局主催）におい

て、SFTコンソーシアムに所属する団体の中で、他団体にとっても参考となる事業を行った団体に対し、表彰さ

れたものです。同プロジェクトは、2022年9月11日に行われたピースマッチで寄せられた折り鶴を原爆慰霊碑に

奉納したほか、10月22日には、平和のためにスポーツや広島が果たす役割などについて議論した公開ウェビ

ナーが開かれたもので（ユニタールの研修修了生ハジャル・アブルファザルさん/アンジュヴィオレ広島の渡谷

祥乃選手/大阪大学の岡田千あき教授/国連ユニタール親善大使の為末大さんら出席）、当協会にとっても大

きな学びがありました。
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お知らせ

賛助会員の皆様には、平素よりお力添えをいただき誠にありがとうございます。多くの会員様に新た
に加わってもいただき、心から御礼申しあげるとともに、活動の充実に一層励んで参ります。当
ニュースレターやホームページでご案内させていただいております活動の記録に加え、2022年度の
事業報告書・決算書を現在取りまとめており、2023年6月に開催されます総会にて承認を受け次第、
ホームページの協会概要ページ等にてご報告申しあげます。

なお、新年度のはじまりにともない、2023年度の賛助会費を別添の通りお寄せいただけますようなに
とぞよろしくお願い申しあげます。皆様のご参画により、国連ユニタールと連携した国際支援・啓発等
の思いを実現することがかないます。当ニュースレターの到着以前にご納入の節はご容赦ください。

また、ご入会・ご寄付をご検討の方がおられましたら、お声掛けのほどよろしくお願いいたします。
2023年5月に法人の会員様を対象としたSDGsの取組に関する研修開催を計画いたしております。別
途ご案内させていただきますのでどうぞご参加ください。当協会イベントや実務をお手伝いいただけ
るボランティアサポーターも随時募集いたしております。

《理事会》
⚫ 2022年11月11日 追加事業計画案を承認（書面決議）
⚫ 2023年 3月24日  2023年度事業計画案・収支予算案・資金調達及び設備投資の見込み案・名誉顧問再任を

承認（書面決議）

《総会》
⚫ 2023年 3月31日  2023年度事業計画案・収支予算案・資金調達及び設備投資の見込み案・名誉顧問再任を

承認（書面決議）

ご支援ありがとうございます

国連訓練調査研究所（ユニタール）は、研修事業に特化した国連機関として、世界レベルの知識や技術の共有を進
めています。1963年の設立以来、よりよい未来のために変化を生み出せる人材を世界各地で送り出してきました。
2021年には370,139人が受講。ジュネーブ本部のほか、ニューヨーク事務所、広島事務所、ボン事務所があり、世界
中に様々なネットワークをもっています。2019年からは持続可能な繁栄局のもと、広島事務所と、ジュネーブ本部の

財政・貿易ユニットの職員がともに、起業やリーダーシップ、貿易と金融、デジタル技術、軍縮などについてプログラ
ムを展開しています。紛争後復興の過程にある国の人々への研修などには、原爆投下後から現在の平和都市に至
る過程を一つの復興モデルとして講義に組み込むなど、平和で公正な社会の実現にも貢献しています。日本での公
的な支援組織として、2019年に一般社団法人「国連ユニタール協会」が設立され、国連ユニタールの広報・啓発活

動に協力しています。（理事長・佐々木 茂喜）
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